
め
、
作
品
に
は
「
天
下
一
是
閑
」
の
銘
を
入

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

数
多
く
の
名
人
・
名
工
が
活
躍
し
た
能
面

師
の
世
界
で
、
秀
吉
か
ら
「
天
下
一
」
の
称

号
を
直
接
許
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
角
坊
光
盛
、

出
目
助
左
衛
門
吉
満
だ
け
で
す
。

能
面
は
、
秀
吉
の
時
代
に
は
、
手
柄
を
立

て
た
武
将
へ
の
恩
賞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
秀

吉
か
ら
素
晴
ら
し
い
能
面
を
賜
る
こ
と
が
武

将
と
し
て
大
き
な
誇
り
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
角
坊
光
盛
、
出
目
助
左

衛
門
吉
満
の
作
品
は
別
格
扱
い
で
あ
り
、
非

常
に
尊
ば
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
加
藤
清
正
、
福
島
正
則
な
ど
豊
臣

配
下
の
名
だ
た
る
名
将
に
と
っ
て
も
羨せ

ん

望ぼ
う

の

的
で
あ
っ
た
「
天
下
一
是
閑
」
銘
の
能
面
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
大
平
山
谷
に
も
た
ら
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
谷
を
は
じ
め
と
し
た
太
平
地
域
は
、
古

く
か
ら
太
平
山
信
仰
に
も
と
づ
く
、
山
伏
修

験
者
の
登
山
口
と
し
て
、
多
く
の
山
伏
が
集

い
、
行
き
交
う
場
所
で
し
た
。
山
伏
は
、
全

国
に
山
と
山
を
結
ん
だ
独
自
の
交
通
路
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
お
り
、
信
仰
の
旅
を

重
ね
る
山
伏
の
手
に
よ
り
、
様
々
な
情
報
・

文
物
が
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

山
谷
番
楽
も
、
古
く
は
太
平
山
信
仰
の
山

伏
修
験
者
に
よ
り
伝
承
さ
れ
演
じ
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
、「
天
下
一
是
閑
」
の
能
面
も
全

国
を
旅
す
る
山
伏
の
手
で
太
平
山
谷
に
も
た

ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

全
て
は
歴
史
の
謎
の
中
で
す
。

し
か
し
、
太
平
地
区
に
色
濃
く
残
る
神
仏

混
交
の
史
跡
や
伝
承
、
地
名
な
ど
に
修
験
道
信

仰
の
名
残
を
思
う
と
き
、
霊
峰
太
平
山
の
麓
の

杉
木
立
の
中
、
篝
火

か
が
り
び

が
燃
え
さ
か
る
境
内
で
、

太
閤
秀
吉
お
墨
付
き
の
天
下
一
の
技
に
な
る
面

を
か
ぶ
り
、
屈
強
な
山
伏
が
舞
い
謡
う
。
ま
る

で
歴
史
ド
ラ
マ
の
一
シ
ー
ン
の
よ
う
な
山
谷
番

楽
の
源
流
が
、
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

山
谷
番
楽
は
、
今
日
も
、
地
域
の
人
た
ち

に
よ
り
大
切
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
伝
統

芸
能
に
は
、
地
域
の
人
々
の
思
い
と
と
も
に
、

秀
吉
、
是
閑
、
そ
し
て
名
を
残
さ
な
い
多
く

の
山
伏
が
織
り
な
す
壮
大
な
歴
史
絵
巻
が
隠

さ
れ
て
い
ま
す
。

太
平
山
谷
の「
天
下
一
」
能
面

山
伏
修
験
者
が
伝
え
た

山
谷
番
楽
の
源
流

田
市
の
東
部
、
太
平
山
谷
地
区

に
伝
わ
る
、
十
五
面
の
能
・
狂

言
面
（
十
三
面
が
市
指
定
文
化

財
）。
こ
れ
は
地
域
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
山

谷
番
楽
に
用
い
ら
れ
る
お
面
で
、
そ
の
多

く
が
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
逸
品
で
す
。

こ
の
お
面
の
中
に
一
つ
だ
け
、「
天
下
一
是ぜ

閑か
ん

」
の
銘
を
持
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

お
面
に
は
ど
ん
な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）、
豊
臣
秀
吉
は
、

能
の
流
派
で
あ
る
観か

ん

世ぜ

流
と
金こ
ん

春ば
る

流
の
両

家
が
所
有
し
て
い
た
能
面
の
写
し
（
複
製

品
）を
、
角
坊
光
盛

す
み
の
ぼ
う
み
つ
も
り

に
命
じ
て
作
ら
せ
ま
し

た
。
す
る
と
、
ど
ち
ら
が
本
物
か
見
分
け

が
つ
か
な
い
ほ
ど
精
巧
な
出
来
ば
え
で
、

能
を
愛
好
し
て
い
た
秀
吉
は
大
い
に
喜
び
、

角
坊
光
盛
に
能
面
師
と
し
て
の
お
墨
付
き

の
証
、「
天
下
一
」
を
名
乗
る
こ
と
を
許
し

ま
す
。

こ
の
二
年
後
、
秀
吉
は
ま
た
、
角
坊
光

盛
に
も
劣
ら
な
い
技
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
、

出
目

で

め

助す
け

左
衛
ざ

え

門も
ん

吉よ
し

満み
つ

に
も
「
天
下
一
」
を

名
乗
る
こ
と
を
許
し
ま
す
。
助
左
衛
門
吉

満
は
、
後
に
剃
髪
し
て
「
是
閑
」
と
名
を
改

秋
豊
臣
秀
吉
の
お
墨
付
き

⑥

秋田市の歴史に伝わる不思議な話、謎、謎、謎…

悪病退散祈願として伝わる
山谷番楽

「天下一是閑」のしるしが刻まれた能面(左：おもて、右下：うら)

＊
能
面
に
つ
い
て
は
、
中
世
の
秋
田
家
が
伝
え
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
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